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○ は じめ に

前 回 の 学会 で は, ナ イ ジェ リア を 中 心 に 舞 踊 人

類 学 の動 向 を さ ぐっ たが, 今 回 はJ.ケ ア リノ ホ モ

クの 学 位 論 文Theory and Methods for an

Anthropological Study(1976 Indiana大 学 》

を め ぐ り, しか も舞 踊 人 類 学 研 究 の方 法 に テ ー マ

を しぼ って 話 しを す す め た い。

○舞踊人類学研究の方法

1) 研究機材 と研究展開のプロセスとして, 

2) 全体的アプローチとして, 行動人類学とバ

イオリズム及びその相互作用という二点が論じら

れている。それはつまり, 人間の行動 としての舞:

踊は, 生物学的心理学的フレームの中で, しかも

文化的に変化するものとして研究されなければな

らず, 人間の行動を決定するのは, バイオリズム

が最も重要な要因となるか らである。

3) 比較アプローチとしては

これ らの比較においては, 舞踊, ジェスチャー

音楽, 言葉という四点にしぼって, それぞれの共

通点と相異点、を明 らかにしようと試みている。例

えば, 音楽と言葉は聴覚的であり, 舞踊とジェス

チャーは視覚的である。また, ジェスチャーと言

葉はディノテェィティブであるのに対 し, 舞踊と

音楽はコノテェィティブである。そして舞踊 と音

楽をみてみると, 共通点としてメーター, リズム

テンポ, 相異点として, レンジ, モー ド, キーが

ある。というように, 分節化, 編成等様にな角度

か ら比較を行ない, 舞踊の特性を浮きぼりに しよ

うとしている。

4) 経験的方法としては, 研究者は踊り手が認

識 している世界の一部を情報化 し, Must-

Should-Could-Wouldモ デルを作成する。

ケアリノホモクは, 以上のように舞踊人類学の

方法を展開 している。特に評価できるのは, 舞踊

と深 くかかわっている音楽 ・言語 ・ジェスチ ャー

を細部にわたって比較, 検討している点であろう。

とはいっても, 舞踊を研究するには, 音楽 ・言語
・ジェスチャー等は重要な要素であるとは多 くの

人々が述べていることで, めあたらしいことでは

ない。それにもかかわ らず, ケアリノホモクが行

なったような検討は, これまでにないことであり

その意味で注目される論文である。

○おわりに

ケアリノホモクの論文は, 上述 した点は評価で

きるものの, 今 日的には, 音楽や舞踊はオーディ

オ ビジュアル的なものとしてとらえられる傾向に

あり, 単純に聴覚的や視覚的と割り切って考える

には疑問がある。また, 舞踊の分節化をとりあげ

てみると, これまではコマ数に応 じて, もしくは
一定時間毎に区切って舞踊の動作分析をすること

が多かった。 しか し, 調査地域の人々がどのよう

な動作をひとまとまりの単位と考えているのかを

みないでやみ くもに機械的に舞踊動作の分節化を

するのは, 無意味な作業に陥いる危険がある。そ

の危険をなくすためには, 調査地域の人々の練習

を観察 し, ひとまとまりの動作をみきわめること

も必要であろう。なぜなら, 練習をする時は, あ

るまとまりのところで区切り, また次のまとまり
へと進んでいくことが考えられるからである。そ

のまとまりをもとに分節化を試み, ひいては舞踊

動作の構造を論ずることが可能になると思われる。

以上のように, ケア リノホモクの方法をめ ぐっ

て, 今日的な問題点, 疑問点を挙げつつ舞踊人類

学の方法について考察 した。

*1 J.Kealiinohomoku, Theory and Methods for

an Anthropological Study(Ph。D。1976.

Irkhana Uriversity)論 文 審 査 員 はA。 メ リア ム

教 授 で あ る。

*2 チ ェ ッ ク リス トは5W1Hを 基 本 的 質 問 と して

舞 踊 を 時 間 的 空 間 的 な しベ ル で チ ェ ッ ク しよ うと

す る もの 。

*3 ラバ ンの ラバ ノ ーテ ィ シ ョン ロ ー マ ック ス の

コ レオ メ ト リッ ク スの 他, ケ ァ リノ ホ モ ク の修 士

論 文 で 用 い た グ リフ ノ ーテ ィ シ ョン等 が あ る。

*4 この 他 に ハ ー モ ニ ーと 相 互 作 用 時 空 間 に お け

る連 続 と不 連 続, 音 楽 と 舞 踊 に お け る イ ンタ ーバ

ル の あ る連 続, フ ィー ル ドで の 記 録 問 題 等 が あ る。

*5 次 の よ うな質 問 を考 え る こと で あ る｡そ れ に つ

い て 何 を したか, 何 を な した か, そ の 中 で 何 を し

たか, その た め に何 を した か, そ の た め に 何 が お

こ った か 等 々。
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